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た。次に、レシピエントの aged 2PNに対して、同一個体からの aged IVF異常受精胚（1PN）を移植した群
を aPNCT（autologous PNCT）群、fresh IVF異常受精胚（1PN/3PN）を用いた群を hPNCT（heterologous 
PNCT）群として検証した。Aged IVFでは 3PN頻度が低く、aPNCTは 1PN胚のみ検証した。aged1PN胚
をドナーとした aPNCTでは胚盤胞率の改善を認めず、fresh1PN胚を用いたｈPCNT でも同様であった。そ
こで異常受精 IVF胚の発生能に着目したところ、fresh/agedの IVF共に 1PN胚よりも 3PN胚で胚盤胞率が
高率であった。安定的に獲得できる fresh3PN胚をドナーとした hPNCTを行ったところ、胚盤胞率、mtDNA
コピー数、ATP量、総細胞数、胚呼吸量は対照群と比較し有意に高値であった。また、異常受精胚の H3K4me3











寄与する 2PN と 3PN 胚に比較して 1PN 胚で脱メチル化の遅延が示唆され、これは 1PN が卵管内加齢によ
る M 期からの自然脱出（単為発生）に起因し、更に精子由来活性化物質の欠如が関与していると推察される
が、今後の詳細な検討が待たれる。また、PNCT の応用においては、ヒト加齢胚における有効性やドナーと
なるヒト異常受精胚細胞質の特性を検証する事が今後の課題である。 
